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ＳＴＧ-１０１ Ｖ２００ スクロール表示 Remote制御詳細 
 
1.Protocol 
 
 RS-232C準拠/RS-485（Half Duplex）準拠 
 Start Bit 1 
 Stop Bit 1または2 
 Data Bit 8または7 
 Parity  Odd/Even/None 
 Data Rate 9.6K/19.2K/38.4K/57.6K/115.2K bit per second 可変 
 Code  ASCII 
 Terminate CR LF 
 
2.Write command 
 STG-100がMenuを表示している状態ではコマンドを受け付けません。 
 「ＭＥＮＵ+CR,LF」を返します。 
 
 2-1.Answer 
  「ＧＯ+CR,LF」  正常受信、正常実行 
  「ＧＮ+CR,LF」  正常受信、モード違い 
  「Ｅ０+CR,LF」  Framing error 
  「Ｅ１+CR,LF」  Parity error 
  「Ｅ２+CR,LF」  Overrun error 
  「Ｅ３+CR,LF」  Command error 
  「ＭＥＮＵ+CR,LF」  Menu状態 
 
 2-2.Command 
 
  2-2-1.アラーム関連 
 
  2-2-1-1.「ＡＣＡｃｐｐｐ+CR,LF」（Alarm Connector Arrange number 1～8 page 001～512） 
    アラーム端子1～8のページ割り付けを個別に設定します。 
    ｃは､端子番号で【１】～【８】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-2.「ＡＣＡｐｐｐｐｐｐ．．．ｐｐｐ+CR,LF」（Alarm Connector Arrange 全no.） 
    アラーム端子1～8のページ割り付けをまとめて設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｐｐｐは､8端子×3桁＝24bytesのデータが必要です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-3.「ＡＤＯＦ+CR,LF」（Alarm Display Off） 
    アラーム状態時の「ＡＬＡＲＭ」という文字表示を【ＯＦＦ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-4.「ＡＤＯＮ+CR,LF」（Alarm Display On） 
    アラーム状態時の「ＡＬＡＲＭ」という文字表示を【ＯＮ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-5.「ＡＤＴｔｔｔ+CR,LF」（Alarm Duration Time 003～999） 
    アラーム状態の保持時間を設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
    ｔｔｔは､秒数で設定範囲は､【００３】～【９９９】秒です。 
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  2-2-1-6.「ＡＭＥ+CR,LF」（Alarm Mode External） 
    アラームのモードを【ＥＸＴ．】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-7.「ＡＭＩ+CR,LF」（Alarm Mode Internal） 
    アラームのモードを【ＩＮＴ．】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-8.「ＡＰＢ+CR,LF」（Alarm Polarity Break） 
    アラーム入力の極性を【ＢＲＥＡＫ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-9.「ＡＰＭ+CR,LF」（Alarm Polarity Make） 
    アラーム入力の極性を【ＭＡＫＥ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-10.「ＡＲＯＦ+CR,LF」（Alarm Return Off） 
    アラーム リターンを【ＯＦＦ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-11.「ＡＲＯＮ+CR,LF」（Alarm Return On） 
    アラーム リターンを【ＯＮ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-2.自動切替え関連 
 
  2-2-2-1.「ＰＡＳＡＬ+CR,LF」（Page Auto Sequence 全page Live） 
    全ページのオートシーケンスを有効（ＬＩＶＥ）に設定します。 
 
  2-2-2-2.「ＰＡＳｐｐｐＬ+CR,LF」～（Page Auto Sequence page 001～512 Live） 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    オートシーケンスの有効（ＬＩＶＥ）設定をチャンネル毎にします。 
 
  2-2-2-3.「ＰＡＳｐｐｐＳ+CR,LF」～（Page Auto Sequence page 001～512 Skip） 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    オートシーケンスの無効（ＳＫＩＰ）設定をチャンネル毎にします。 
 
  2-2-2-4.「ＰＡＳｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」（Page Auto Sequence 全page 001～512） 
    全ページのオートシーケンス設定をまとめてします。 
    ｓは､【Ｌ】Live 【Ｓ】Skipです。 
    ｓは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
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  2-2-3.タイトル設定関連 
 
  2-2-3-1.「ＣＡｐｐｐ＊＊＊＊＊＊＊＊．．．＊＊＊＊+CR,LF」～（Character Assign page 001～512） 
    ページ毎の全ラインのタイトルをまとめて設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ＊は､JISコードで表され､フォントサイズにより最長文字が異なります。 
    Sサイズ 280文字×4＝1,120bytes 
    Mサイズ 280文字×4＝1,120bytes 
    Lサイズ 280文字×4＝1,120bytes 
    Eサイズ 200文字×4＝800bytes 
 
    最長文字未満の場合､スペース文字（0x2121）を挿入してください。 
    ✩外字のコードは､0xa365～0xa64aです。 
 
  2-2-4.文字色関連 
 
  2-2-4-1.「ＣＡＢＣＡｃｂ+CR,LF」（Character And Border Color 全page 001～512 同設定） 
    全ページの文字色＆縁取り色を同一に設定します。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂ､は数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-2.「ＣＡＢＣｐｐｐｃｂ+CR,LF」～（Character And Border Color page 001～512） 
    ページ毎の文字色＆縁取り色を個別に設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-3.「ＣＡＢＣｃｂｃｂｃｂ．．．ｃｂ+CR,LF」（Character And Border Color 全page 001～512） 
    全ページの文字色＆縁取り色をまとめて設定します。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｃ,ｂは､512ページ×2種＝1,024bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-4-4.「ＣＢＣＡｂ+CR,LF」（Character Border Color 全page 001～512 同設定） 
    全ページの文字縁取り色を同一に設定します。 
    ｂは､数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-5.「ＣＢＣｐｐｐｂ+CR,LF」～（Character Border Color page 001～512） 
    ページ毎の文字縁取り色を個別に設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｂは､数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-6.「ＣＢＣｂｂｂ．．．ｂ+CR,LF」～（Character Border Color 全page 001～512） 
    全ページの文字縁取り色をまとめて設定します。 
    ｂは､数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｂは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-4-7.「ＣＣＡｃ+CR,LF」（Character Color 全page 001～512 同設定） 
    全ページの文字色を同一に設定します。 
    ｃは､数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
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  2-2-4-8.「ＣＣｐｐｐｃ+CR,LF」～（Character Color page 001～512） 
    ページ毎の文字色を個別に設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｃは､数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-9.「ＣＣｃｃｃ．．．ｃ+CR,LF」～（Character Color 全page 001～512） 
    全ページの文字色をまとめて設定します。 
    ｂは､数値で0：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｂは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-5.文字点滅関連 
 
  2-2-5-1.「ＣＢＳＡＯＦ+CR,LF」（Character Blink Set 全page 001～512 Off同設定） 
    全ページの文字点滅をＯＦＦに設定します。 
 
  2-2-5-2.「ＣＢＳＡＯＮ+CR,LF」（Character Blink Set 全page 001～512 On同設定） 
    全ページの文字点滅をＯＮに設定します。 
 
  2-2-5-3.「ＣＢＳｐｐｐＯＦ+CR,LF」～（Character Blink Set page 001～512 Off） 
    ページ毎の文字点滅をＯＦＦに設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
 
  2-2-5-4.「ＣＢＳｐｐｐＯＮ+CR,LF」～（Character Blink Set page 001～512 On） 
    ページ毎の文字点滅をＯＮに設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
 
  2-2-5-6.「ＣＢＳｏｏｏ．．．ｏ+CR,LF」（Character Blink Set 全page 001～512） 
    全ページの文字点滅をまとめて設定します。 
    oは､Ｆ：点滅しない Ｎ：点滅する 
    oは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-6.フォントサイズ関連 
 
  2-2-6-1.「ＣＦＳＡｓ+CR,LF」（Character Font Size 全page 001～512 同設定） 
    表示文字のフォントサイズ設定を全ページ同じにします。 
    sは､サイズでＳ：Small，M：Medium，L：Large，E：Extra-Largeです。 
 
  2-2-6-2.「ＣＦＳｐｐｐｓ+CR,LF」～（Character Font Size page 001～512） 
    表示文字のフォントサイズ設定をページ毎にします。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    sは､サイズでＳ：Small，M：Medium，L：Large，E：Extra-Largeです。 
 
  2-2-6-3.「ＣＦＳｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」（Character Font Size 全page 001～512） 
    表示文字のフォントサイズ設定を全ページまとめてします。 
    ｓは､サイズでＳ：Small，M：Medium，L：Large，E：Extra-Largeです。 
    ｓは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-7.文字レベル関連 
 
  2-2-7-1.「ＣＬＡｗｂ+CR,LF」（Character Level White ＆ Black 全page 001～512 wb 同設定） 
    全ページの文字白レベルをｗ，文字黒レベルをｂに同一設定します。 
    ｗｂは､数値で【０】～【４】です。 
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  2-2-7-2.「ＣＬｐｐｐｗｂ+CR,LF」（Character Level White ＆ Black page 001～512 wb） 
    ページ毎の文字白レベルをｗ，文字黒レベルをｂに設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｗｂは､数値で【０】～【４】です。 
 
  2-2-7-3.「ＣＬｗｂｗｂｗｂ．．．ｗｂ+CR,LF」（Character Level White ＆ Black 全page 001～512） 
    全ページの文字白レベルをｗ，文字黒レベルをｂにまとめて設定します。 
    ｗｂは､数値で【０】～【４】です。 
    ｗｂは､512ページ×2種＝1,024bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-7-4.「ＣＬＢＡｂ+CR,LF」（Character Level Black 全page 001～512 b 同設定） 
    全ページの文字黒レベルをｂに同一設定します。 
    ｂは､数値で【０】～【４】です。 
 
  2-2-7-5.「ＣＬＢｐｐｐｂ+CR,LF」（Character Level Black page 001～512 b） 
    ページ毎の文字黒レベルをｂに設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｂは､数値で【０】～【４】です。 
 
  2-2-7-6.「ＣＬＢｂｂｂ．．．ｂ+CR,LF」（Character Level Black 全page 001～512） 
    全ページの文字黒レベルをｂにまとめて設定します。 
    ｂは､数値で【０】～【４】です。 
    ｂは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-7-7.「ＣＬＷＡｗ+CR,LF」（Character Level White 全page 001～512 w 同設定） 
    全ページの文字白レベルをｗに同一設定します。 
    ｗは､数値で【０】～【４】です。 
 
  2-2-7-8.「ＣＬＷｐｐｐｗ+CR,LF」（Character Level White page 001～512 w） 
    ページ毎の文字白レベルをｗに設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｗは､数値で【０】～【４】です。 
 
  2-2-7-9.「ＣＬＷｗｗｗ．．．ｗ+CR,LF」（Character Level White 全page 001～512） 
    全ページの文字白レベルをｗにまとめて設定します。 
    ｗは､数値で【０】～【４】です。 
    ｗは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-8.文字背景ベタ塗り関連 
 
  2-2-8-1.「ＦＢＡＯＦ+CR,LF」（Fill Bordering 全page 001～512 Off 同設定） 
    全ページの文字背景色ベタ塗りを【ＯＦＦ】に設定します。 
 
  2-2-8-2.「ＦＢＡＯＮ+CR,LF」（Fill Bordering 全page 001～512 On 同設定） 
    全ページの文字背景色ベタ塗りを【ＯＮ】に設定します。 
 
  2-2-8-3.「ＦＢｐｐｐＯＦ+CR,LF」～（Fill Bordering page 001～512 Off） 
    ページ毎の文字背景色ベタ塗りを【ＯＦＦ】に設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
 
  2-2-8-4.「ＦＢｐｐｐＯＮ+CR,LF」～（Fill Bordering page 001～512 On） 
    ページ毎の文字背景色ベタ塗りを【ＯＮ】に設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
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  2-2-8-5.「ＦＢｏｏｏ．．．ｏ+CR,LF」（Fill Bordering 全page 001～512） 
    全ページの文字背景色ベタ塗りをまとめて設定します。 
    ｏは､設定値【Ｆ】Off/【Ｎ】Onです。 
    ｏは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-9.表示関連 
 
  2-2-9-1.「ＩＤＯＦ+CR,LF」（Information Display OFF） 
    文字表示を消去します。 
 
  2-2-9-2.「ＩＤＯＮ+CR,LF」（Information Display ON） 
    文字表示をします。 
 
  2-2-9-3.「Ｐｐｐｐ+CR,LF」（Page 001～512） 
    表示するページを設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますとアラーム状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し強制解除を 
    しません。 
 
  2-2-9-4.「ＰＡＳ+CR,LF」（Page Auto Sequence） 
    表示を自動切替えに設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますとアラーム状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し強制解除を 
    しません。 
 
  2-2-9-5.「ＩＤＯＡｏｏ+CR,LF」（Information Display Offset 全page 001～512 oo 同設定） 
    全ページのオフセット値を同一に設定をします。 
    ｏｏは､設定範囲で【００】～【１５】です。 
 
  2-2-9-6.「ＩＤＯｐｐｐｏｏ+CR,LF」（Information Display Offset page 001～512 oo設定） 
    ページ毎のオフセット値を個別に設定をします。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｏｏは､設定範囲で【００】～【１５】です。 
 
  2-2-9-7.「ＩＤＯｏｏｏｏｏｏ．．．ｏｏ+CR,LF」（Information Display Offset page 001～512設定） 
    全ページのオフセット値をまとめて設定します。 
    ｏｏは､設定範囲で【００】～【１５】です。 
    ｏｏは､512ページ×2桁＝1,024bytes必要です。 
 
  2-2-9-8.「ＩＤＰＡＢ+CR,LF」（Information Display Position 全page 001～512 Bottom 同設定） 
    全ページの表示位置をボトムに同一設定をします。 
 
  2-2-9-9.「ＩＤＰＡＴ+CR,LF」（Information Display Position 全page 001～512 Top 同設定） 
    全ページの表示位置をトップに同一設定をします。 
 
  2-2-9-10.「ＩＤＰｐｐｐＢ+CR,LF」（Information Display Position page 001～512 Bottom 設定） 
    ページ毎の表示位置をボトムに設定をします。 
 
  2-2-9-11.「ＩＤＰｐｐｐＴ+CR,LF」（Information Display Position page 001～512 Top 設定） 
    ページ毎の表示位置をトップに設定をします。 
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  2-2-9-12.「ＩＤＰｂｂｂ．．．ｂ+CR,LF」（Information Display Position page 001～512 設定） 
    全ページの表示位置をまとめて設定をします。 
    ｂは､表示位置で【Ｂ】ボトム，【Ｔ】トップです。 
    ｂは､512ページ＝512bytes必要です。 
 
  2-2-9-13.「ＩＤＲＴＡｔｔｔ+CR,LF」 
 （Information Display Removal Time 全page 001～512 ttt同設定） 
    全ページの消去時間をｔｔｔに同一設定をします。 
    ｔｔｔは､消去するまでの時間【０００】～【２４０】秒です。 
 
  2-2-9-14.「ＩＤＲＴｐｐｐｔｔｔ+CR,LF」 
 （Information Display Removal Time page 001～512 ttt設定） 
    ページ毎の消去時間をｔｔｔに設定をします。 
    ｔｔｔは､消去するまでの時間【０００】～【２４０】秒です。 
 
  2-2-9-15.「ＩＳＭＯＦ+CR,LF」（Information Scroll Move Off） 
    スクロール表示を停止します。 
 
  2-2-9-16.「ＩＳＭＯＮ+CR,LF」（Information Scroll Move On） 
    スクロール表示の停止を解除します。 
 
  2-2-9-17.「ＩＳＳＡｓ+CR,LF」（Information Scroll Speed 全page 001～512 s 同設定） 
    全ページのスクロール速度をｓに設定します。 
    ｓは､【１】～【４】です。 
 
  2-2-9-18.「ＩＳＳｐｐｐｓ+CR,LF」（Information Scroll Speed page 001～512 s設定） 
    ページ毎のスクロール速度をｓに設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｓは､【１】～【４】です。 
 
  2-2-9-19.「ＩＳＳｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」（Information Scroll Speed page 001～512） 
    全ページのスクロール速度をまとめて設定をします。 
    ｓは､【１】～【４】です。 
    ｓは､512ページ＝512bytes必要です。 
 
  2-2-10.コネクタ入力設定 
 
  2-2-10-1.「ＣＩＡ+CR,LF」（Connector In Alarm） 
    端子台入力の設定を【ＡＬＡＲＭ】にします。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-10-2.「ＣＩＲ+CR,LF」（Connector In Remote） 
    端子台入力の設定を【ＲＥＭＯＴＥ】にします。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-11.日付,時刻設定 
 
  2-2-11-1.「ＤＳＤｄｄ+CR,LF」 （Date Set Day） 
    日付の日の単位を設定します。 
    ｄｄは､設定値で設定範囲は【０１】～【３１】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
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  2-2-11-2.「ＤＳＭｍｍ+CR,LF」 （Date Set Month） 
    日付の月の単位を設定します。 
    ｍｍは､設定値で設定範囲は【０１】～【１２】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-11-3.「ＤＳＹｙｙ+CR,LF」 （Date Set Year） 
    日付の年の単位を設定します。 
    ｙｙは､設定値で設定範囲は【００】～【９９】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-11-4.「ＴＳＡ+CR,LF」 （Time Set Adjustment） 
    時刻の秒の単位を００に設定します。 
    その時の時刻が３０秒未満の場合００秒に合わせます。 
    その時の時刻が３０秒以上の場合００秒に合わせ分の単位を＋１します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-11-5.「ＴＳＨｈｈ+CR,LF」 （Time Set Hour） 
    時刻の時の単位の設定をします。 
    ｈｈは､設定値で設定範囲は【００】～【２３】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-11-6.「ＴＳＭｍｍ+CR,LF」 （Time Set Minute） 
    時刻の分の単位の設定をします。 
    ｍｍは､設定値で設定範囲は【００】～【５９】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-11-7.「ＴＳＳｓｓ+CR,LF」 （Time Set Second） 
    時刻の秒の単位の設定をします。 
    ｓｓは､設定値で設定範囲は【００】～【５９】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-11-8.「ＴＤＳｙｙｍｍｄｄｈｈＭＭｓｓ+CR,LF」 （Time & Date Set 年月日時分秒） 
    日付と時刻をまとめて設定します。 
    ｙｙは､年の設定値で範囲は【００】～【９９】です。 
    ｍｍは､月の設定値で範囲は【０１】～【１２】です。 
    ｄｄは､日の設定値で範囲は【０１】～【３１】です。 
    ｈｈは､時の設定値で範囲は【００】～【２３】です。 
    ＭＭは､分の設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
    ｓｓは､秒の設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-12.日付時刻表示設定 
 
  2-2-12-1.「ＴＳＤＯＦ+CR,LF」 （Time Signal Display Off） 
    日付時刻表示の設定を【ＯＦＦ】にします。 
 
  2-2-12-2.「ＴＳＤＯＮ+CR,LF」 （Time Signal Display On） 
    日付時刻表示の設定を【ＯＮ】にします。 
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  2-2-12-3.「ＴＳＤＲ１+CR,LF」～ 「ＴＳＤＲ８+CR,LF」（Time Signal Display Range 1～8） 
    日付時刻表示のレンジを設定します。 
    1は【ＹＭＤＨＭＳ】 年月日時分秒 です。 
    2は【ＹＭＤＨＭ 】 年月日時分  です。 
    3は【ＹＭＤ   】 年月日    です。 
    4は【 ＭＤＨＭＳ】  月日時分秒 です。 
    5は【 ＭＤＨＭ 】  月日時分  です。 
    6は【 ＭＤ   】  月日    です。 
    7は【   ＨＭＳ】    時分秒 です。 
    8は【   ＨＭ 】    時分  です。 
 
  2-2-12-4.「ＴＳＤＳＬ+CR,LF」 （Time Signal Display Size Large） 
    日付時刻表示の設定を【ＬＡＲＧＥ】にします。 
 
  2-2-12-5.「ＴＳＤＳＮ+CR,LF」 （Time Signal Display Size Normal） 
    日付時刻表示の設定を【ＮＯＲＭＡＬ】にします。 
 
  2-2-13.リモート関連 
 
  2-2-13-1.「ＲＣＡｃｐｐｐ+CR,LF」（Remote Connector Arrange no. 1～8 page 001～512） 
    リモート端子1～8のページ割り付けを個別に設定します。 
    ｃは､端子番号【１】～【８】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
 
  2-2-13-2.「ＲＣＡｐｐｐｐｐｐ．．．ｐｐｐ+CR,LF」（Remote Connector Arrange 全no.） 
    リモート端子1～8のページ割り付けをまとめて設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｐｐｐは､8端子×3桁＝24bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-13-3.「ＲＭＢＩＮ+CR,LF」（Remote Mode Binary） 
    リモート モードの設定を【ＢＩＮ】Binaryにします。 
 
  2-2-13-4.「ＲＭＢＩＴ+CR,LF」（Remote Mode Bit） 
    リモート モードの設定を【ＢＩＴ】Bitにします。 
 
  2-2-13-5.「ＲＭＯＰＥ+CR,LF」（Remote Mode Operation） 
    リモート モードの設定を【ＯＰＥ】Operationにします。 
 
  2-2-14.電源投入時の表示ページ 
 
  2-2-14-1.「ＰＯＳＰｐｐｐ+CR,LF」（Power On Screen Page 001～512） 
    電源投入時のページ番号を設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
 
  2-2-14-2.「ＰＯＳＰＡＳ+CR,LF」（Power On Screen Page Auto Sequence） 
    電源投入時､自動切替えを設定します。 
 
  2-2-15.ビデオ・ロス時の色 
 
  2-2-15-1.「ＶＬＢＣＢ+CR,LF」（Video Loss Background Color Blue） 
    ビデオ ロス時の画面色設定を【ＢＬＵＥ】青にします。 
 
  2-2-15-2.「ＶＬＢＣＮ+CR,LF」（Video Loss Background Color Normal） 
    ビデオ ロス時の画面色設定を【ＮＯＲＭＡＬ】黒にします。 
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  2-2-16.スケジュール関連 
 
  2-2-16-1.「ＳＤｄｄＰＡＯＦ+CR,LF」（Schedule Day 01～31 全01～24Pattern 無効） 
    スケジュールDAY ｄｄの全パターン1～24を無効に設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 
 
  2-2-16-2.「ＳＤｄｄｈｈｍｍｐｐｐ．．．ｈｈｍｍｐｐｐ+CR,LF」 
    （Schedule Day dd 全pattern Hour hh Minute mm Page ppp） 
    スケジュールDAY ｎｎのパターン1～24の時間とページをまとめて設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】, 【ＰＡＳ】です。 
    【０００】の場合スケジュールを無効にします。 
    ｈｈｍｍｐｐｐは24パターン×7＝168bytes必要です。 
 
  2-2-16-3.「ＳＤｄｄＰｐｐｐ．．．．ｐｐｐ+CR,LF」（Schedule Day dd 全pattern Page ppp） 
    スケジュールDAY ｄｄのパターン1～24のページをまとめて設定します。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】, 【ＰＡＳ】です。 
    【０００】の場合スケジュールを無効にします。 
    ｐｐｐは､24パターン×3＝72bytes必要です。 
 
  2-2-16-4.「ＳＤｄｄＴｈｈｍｍ．．．．ｈｈｍｍ+CR,LF」 
    （Schedule Day dd 全pattern Time Hour hh Minute mm） 
    スケジュールDAY ｄｄのパターン1～24の時間をまとめて設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｈｈｍｍは24パターン×4＝96bytes必要です。 
 
  2-2-16-5.「ＳＤｄｄＮｎｎｈｈｍｍｐｐｐ+CR,LF」 
    （Schedule Day dd pattern nn Hour hh Minute mm Page ppp） 
    スケジュールDAY ｄｄのパターンnnの時間とページを設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 
    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】, 【ＰＡＳ】です。 
    【０００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
  2-2-16-6.「ＳＤｄｄＮｎｎＰｐｐｐ+CR,LF」（Schedule Day dd pattern nn Page ppp） 
    スケジュールDAY ｄｄのパターンnnのページを設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 
    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】, 【ＰＡＳ】です。 
    【０００】の場合スケジュールを無効にします。 
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  2-2-16-7.「ＳＤｄｄＮｎｎＴｈｈｍｍ+CR,LF」 
    （Schedule Day dd pattern nn Time Hour hh Minute mm） 
    スケジュールDAY ｄｄのパターンnnの時間を設定します。 
    ｄｄは､日付で【０１】～【３１】です。 
    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
 
  2-2-16-8.「ＳＳＡＯＦ+CR,LF」（Schedule Set 全無効） 
    スケジュール設定を全て無効にします。 
 
  2-2-17.外字関連 
 
  2-2-17-1.「ＧｎｎｎＰｐｐｐＩｍｍｍ+CR,LF」 
    （外字nnn番をPage 001～512のmmm番目に挿入） 
    ページ毎のタイトルのｍmm番目にｎｎｎ番に登録されている外字を挿入します。 
    ｎｎｎは､外字登録番号です。 
    1080   720 
     フォントサイズSは､【００１】～【１６０】 【００１】～【２５６】 
     フォントサイズMは､【００１】～【０７０】 【００１】～【１６０】 
     フォントサイズLは､【００１】～【１６０】 【００１】～【０７０】 
     フォントサイズEは､【００１】～【０７０】 【００１】～【１６０】 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｍｍｍはタイトルの何文字目に挿入するかを表します。 
     フォントサイズSは､【００１】～【２８０】です。 
     フォントサイズMは､【００１】～【２８０】です。 
     フォントサイズLは､【００１】～【２８０】です。 
     フォントサイズEは､【００１】～【２００】です。 
 
  2-2-18.スレーブ アドレス 
 
  2-2-18-1.「ＳＡ００+CR,LF」～「ＳＡ３１+CR,LF」（Slave Address 00～31 set） 
    RS-485のスレーブ アドレスを設定します。 
    設定範囲は00～31で､RS-232C時のみ有効です。 
 
  2-2-19.フォント種類関連 
 
  2-2-19-1.「ＣＦＴＡｓ+CR,LF」（Character Font Type 全page 001～512 同設定） 
    表示文字のフォント種類設定を全ページ同じにします。 
    sは､フォント種類で【Ｇ】ゴシック体（Gothic），【Ｍ】明朝体（Ming）です。 
 
  2-2-19-2.「ＣＦＴｐｐｐｓ+CR,LF」～（Character Font Type page 001～512） 
    表示文字のフォント種類設定をページ毎にします。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    sは､フォント種類で【Ｇ】ゴシック体（Gothic），【Ｍ】明朝体（Ming）です。 
 
  2-2-19-3.「ＣＦＴｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」（Character Font Type 全page 001～512） 
    表示文字のフォント種類設定を全ページまとめてします。 
    ｓは､フォント種類で【Ｇ】ゴシック体（Gothic），【Ｍ】明朝体（Ming）です。 
    ｓは､512ページ＝512bytesの設定データが必要です。 
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3.Read command 
 
 3-1.異常時Answer 
  「Ｅ０+CR,LF」 Framing error 
  「Ｅ１+CR,LF」 Parity error 
  「Ｅ２+CR,LF」 Overrun error 
  「Ｅ３+CR,LF」 Command Error 
 
 3-2.Command 
 
  3-2-1.アラーム関連 
 
  3-2-1-1.「ＲＡＣＡｃ+CR,LF」（Read Alarm Connector Arrange no. 1～8） 
    アラーム端子1～8のページ割り付け設定を個別に返します。 
    ｎは､端子番号で【１】～【８】です。 
    「ＡＣＡ１ｐｐｐ+CR,LF」～「ＡＣＡ８ｐｐｐ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
 
  3-2-1-2.「ＲＡＣＡ+CR,LF」（Read Alarm Connector Arrange 全no.） 
    「ＡＣＡｐｐｐｐｐｐ．．．ｐｐｐ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｐｐｐは､8端子×3桁＝24bytesです。 
 
  3-2-1-3.「ＲＡＤ+CR,LF」（Read Alarm Display） 
    アラーム状態時の「ＡＬＡＲＭ」という文字表示設定を返します。 
    「ＡＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
    「ＡＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
 
  3-2-1-4.「ＲＡＤＴ+CR,LF」（Read Alarm Duration Time） 
    アラーム状態の保持時間設定値を返します。 
    「ＡＤＴｔｔｔ+CR,LF」 
    ｔｔｔは､設定で【００３】～【９９９】秒です。 
 
  3-2-1-5.「ＲＡＭ+CR,LF」（Read Alarm Mode） 
    アラームのモード設定を返します。 
    「ＡＭＥ+CR,LF」 【ＥＸＴ．】 
    「ＡＭＩ+CR,LF」 【ＩＮＴ．】 
 
  3-2-1-6.「ＲＡＰ+CR,LF」（Read Alarm Polarity） 
    アラーム入力の極性設定を返します。 
    「ＡＰＢ+CR,LF」 【ＢＲＥＡＫ】 
    「ＡＰＭ+CR,LF」 【ＭＡＫＥ】 
 
  3-2-1-7.「ＲＡＲ+CR,LF」（Read Alarm Return） 
    アラーム リターンの設定を返します。 
    「ＡＲＯＦ+CR,LF」【ＯＦＦ】 
    「ＡＲＯＮ+CR,LF」【ＯＮ】 
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  3-2-2.自動切替え関連 
 
  3--2-2-1.「ＲＰＡＳ+CR,LF」（Read Page Auto Sequence 全page） 
    オートシーケンスの設定を全ページまとめて返します。 
    「ＰＡＳｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」 
    ｓは､設定で【Ｌ】ライブ，【Ｓ】スキップです。 
    ｓは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-2-2.「ＲＰＡＳｐｐｐ+CR,LF」～（Read Page Auto Sequence page 001～512） 
    オートシーケンスの設定をページ毎に返します。 
    「ＰＡＳＴｐｐｐｓ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｓは､設定で【Ｌ】ライブ，【Ｓ】スキップです。 
 
  3-2-3.タイトル設定関連 
 
  3-2-3-1.「ＲＣＡｐｐｐ+CR,LF」～（Read Character Assign page 001～512 全Line） 
    ページ毎のタイトル設定を全ラインまとめて返します。 
    「ＣＡｐｐｐ＊＊＊＊＊＊＊＊．．．＊＊＊＊+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ＊は､JISコードで1文字4Bytesで表されフォントサイズに関わらず､280文字です。 
    280文字×4＝1,120bytes ✩外字のコードは0xa365～0xa64aです。 
 
  3-2-4.文字色関連 
 
  3-2-4-1.「ＲＣＡＢＣ+CR,LF」～（Read Character And Border Color 全page 001～512） 
    全ページの文字色＆縁取り色設定をまとめて返します。 
    「ＣＡＢＣｃｂｃｂｃｂ．．．ｃｂ+CR,LF」 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｃ,ｂは､512ページ×2種＝1,024bytesです。 
 
  3-2-4-2.「ＲＣＡＢＣｐｐｐ+CR,LF」～（Read Character And Border Color page 001～512） 
    ページ毎の文字色＆縁取り色設定をまとめて返します。 
    「ＣＡＢＣｐｐｐｃｂ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  3-2-4-3.「ＲＣＢＣ+CR,LF」～（Read Character Border Color 全page 001～512） 
    全ページの縁取り色設定をまとめて返します。 
    「ＣＢＣｂｂｂ．．．ｂ+CR,LF」 
    ｂは､縁取り色です。 
    ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｂは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-4-4.「ＲＣＢＣｐｐｐ+CR,LF」～（Read Character Border Color page 001～512） 
    ページ毎の縁取り色設定をまとめて返します。 
    「ＣＢＣｐｐｐｂ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
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  3-2-4-5.「ＲＣＣ+CR,LF」～（Read Character Color 全page 001～512） 
    全ページの文字色設定をまとめて返します。 
    「ＣＣｃｃｃ．．．ｃ+CR,LF」 
    ｃは､文字色です。 
    ｃは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｃは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-4-6.「ＲＣＣｐｐｐ+CR,LF」～（Read Character Color page 001～512） 
    ページ毎の文字色設定をまとめて返します。 
    「ＣＣｐｐｐｃｂ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  3-2-5.文字点滅関連 
 
  3-2-5-1.「ＲＣＢＳ+CR,LF」～（Read Character Blink Set 全page 001～512） 
    全ページの点滅設定をまとめて返します。 
    「ＣＢＳｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」 
    sは､【Ｆ】点滅しない、【Ｎ】点滅する 
    sは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-5-2.「ＲＣＢＳｐｐｐ+CR,LF」～（Read Character Blink Set page 001～512） 
    ページ毎の点滅設定を個別に返します。 
    「ＣＢＳｐｐｐｓ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    sは､【Ｆ】点滅しない、【Ｎ】点滅する 
 
  3-2-6.フォントサイズ関連 
 
  3-2-6-1.「ＲＣＦＳ+CR,LF」（Read Character Font Size 全page 001～512） 
    全ページの表示文字のフォントサイズ設定をまとめて返します。 
    「ＣＦＳｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」 
    sは､サイズで【Ｓ】Small，【Ｍ】Medium，【Ｌ】Large，【Ｅ】Extra-Largeです。 
    sは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-6-2.「ＲＣＦＳｐｐｐ+CR,LF」（Read Character Font Size page 001～512） 
    ページ毎の表示文字のフォントサイズ設定を個別に返します。 
    「ＣＦＳｐｐｐｓ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    sは､サイズで【Ｓ】Small，【Ｍ】Medium，【Ｌ】Large，【Ｅ】Extra-Largeです。 
 
  3-2-7.文字レベル 
 
  3-2-7-1.「ＲＣＬ+CR,LF」（Read Character Level White ＆ Black 全page 001～512） 
    全ページの文字白レベルと文字黒レベル設定をまとめて返します。 
    「ＣＬｗｂｗｂｗｂ．．．ｗｂ+CR,LF」 
    ｗ,ｂは､設定値【０】～【４】です。 
    ｗ,ｂは､512ページ×2種＝1,024bytesです。 
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  3-2-7-2.「ＲＣＬｐｐｐ+CR,LF」（Read Character Level White ＆ Black page 001～512） 
    ページ毎の文字白レベルと文字黒レベル設定を個別に返します。 
    「ＣＬｐｐｐｗｂ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｗ,ｂは､設定値【０】～【４】です。 
 
  3-2-7-3.「ＲＣＬＢ+CR,LF」（Read Character Level Black 全page 001～512） 
    全ページの文字黒レベル設定をまとめて返します。 
    「ＣＬＢｂｂｂ．．．ｂ+CR,LF」 
    ｂは､設定値【０】～【４】です。 
    ｂは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-7-4.「ＲＣＬＢｐｐｐ+CR,LF」（Read Character Level Black page 001～512） 
    ページ毎の文字黒レベル設定を個別に返します。 
    「ＣＬｐｐｐｂ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｂは､設定値【０】～【４】です。 
 
  3-2-7-5.「ＲＣＬＷ+CR,LF」（Read Character Level White 全page 001～512） 
    全ページの文字白レベル設定をまとめて返します。 
    「ＣＬＷｗｗｗ．．．ｗ+CR,LF」 
    ｗは､設定値【０】～【４】です。 
    ｗは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-7-6.「ＲＣＬＷｐｐｐ+CR,LF」（Read Character Level White page 001～512） 
    ページ毎の文字白レベル設定を個別に返します。 
    「ＣＬＣｐｐｐｗ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｗは､設定値【０】～【４】です。 
 
  3-2-8.文字背景ベタ塗り関連 
 
  3-2-8-1.「ＲＦＢ+CR,LF」（Read Fill Bordering 全page 001～512） 
    全ページの文字背景色ベタ塗り設定をまとめて返します。 
    「ＦＢｏｏｏ．．．ｏ+CR,LF」 
    ｏは､設定値【Ｆ】Off，【Ｎ】Onです。 
    ｏは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-8-2.「ＲＦＢｐｐｐ+CR,LF」（Read Fill Bordering page 001～512） 
    ページ毎の文字背景色ベタ塗り設定を個別に返します。 
    「ＦＢｐｐｐｏ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｏは､設定値【Ｆ】Off，【Ｎ】Onです。 
 
  3-2-9.表示関連 
 
  3-2-9-1.「ＲＩＤ+CR,LF」（Read Information Display） 
    文字表示の状態を返します。 
    「ＩＤＯＦ+CR,LF」【ＯＦＦ】 
    「ＩＤＯＮ+CR,LF」【ＯＮ】 
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  3-2-9-2.「ＲＭ+CR,LF」（Read Mode） 
    表示モードを返します。 
    「Ａ１+CR,LF」～「Ａ８+CR,LF」アラーム時 
    「ＭＥＮＵ+CR,LF」メニュー表示時 
    「Ｐ００１+CR,LF」～「Ｐ５１２+CR,LF」 
    「ＰＡＳ+CR,LF」自動切替え 
 
  3-2-9-3.「ＲＰ+CR,LF」（Read Page） 
    表示ページを返します。 
    「Ｐ００１+CR,LF」～「Ｐ５１２+CR,LF」 
    「ＰＡＳ+CR,LF」自動切替え 
 
  3-2-9-4.「ＲＩＤＯ+CR,LF」（Read Information Display Offset 全page 001～512） 
    全ページのオフセット設定をまとめて返します。 
    「ＩＤＯｎｎｎｎｎｎ．．．ｎｎ+CR,LF」 
    ｎｎは､オフセット値【００】～【１５】です。 
    ｎｎは､512ページ×2桁＝1,024bytesです。 
 
  3-2-9-5.「ＲＩＤＯｐｐｐ+CR,LF」（Read Information Display Offset page 001～512） 
    ページ毎のオフセット設定を個別に返します。 
    「ＩＤＯｐｐｐｎｎ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｎｎは､オフセット値【００】～【１５】です。 
 
  3-2-9-6.「ＲＩＤＰ+CR,LF」（Read Information Display Position 全page 001～512） 
    全ページの表示位置設定をまとめて返します。 
    「ＩＤＰｂｂｂ．．．ｂ+CR,LF」 
    ｂは､表示位置【Ｔ】トップ，【Ｂ】ボトムです。 
    ｂは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-9-7.「ＲＩＤＰｐｐｐ+CR,LF」（Read Information Display Position page 001～512） 
    ページ毎の表示位置設定を個別に返します。 
    「ＩＤＯｐｐｐｂ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｂは､表示位置【Ｔ】トップ，【Ｂ】ボトムです。 
 
  3-2-9-8.「ＲＩＤＲＴｐｐｐ+CR,LF」（Read Information Display Removal Time page 001～512） 
    ページ毎の消去時間設定を個別に返します。 
    「ＩＤＲＴｐｐｐｔｔｔ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｔｔｔは､行消去時間【０００】～【２４０】秒です。 
 
  3-2-9-9.「ＲＩＳＭ+CR,LF」（Read Information Scroll Move） 
    スクロール表示の状態を返します。 
    「ＩＳＭＯＦ+CR,LF」停止状態，「ＩＳＭＯＮ+CR,LF」動作状態 
 
  3-2-9-10.「ＲＩＳＳ+CR,LF」（Read Information Scroll Speed 全page 001～512） 
    全ページのスクロール速度設定をまとめて返します。 
    「ＩＳＳｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」 
    ｓは､スクロール速度【１】～【４】です。 
    ｓは､512ページ＝512bytesです。 
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  3-2-9-11.「ＲＩＳＳｐｐｐ+CR,LF」（Read Information Scroll Speed page 001～512） 
    ページ毎の表示位置設定を個別に返します。 
    「ＩＳＳｐｐｐｓ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｓは､スクロール速度【１】～【４】です。 
 
  3-2-10.コネクタ入力設定 
 
  3-2-10-1.「ＲＣＩ+CR,LF」（Read Connector In） 
    端子台入力の設定を返します。 
    「ＣＩＡ+CR,LF」アラーム 
    「ＣＩＲ+CR,LF」リモート 
 
  3-2-11.日付,時刻設定 
 
  3-2-11-1.「ＲＴＤ+CR,LF」 （Read Time and Date） 
    日付時刻を返します。 
    「ｙｙ．ｍｍ．ｄｄ ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ+CR,LF」 
    ｙｙ年 ｍｍ月 ｄｄ日 ｈｈ時 ｍｍ分 ｓｓ秒 
 
  3-2-12.日付,時刻表示設定 
 
  3-2-12-1.「ＲＴＳＤ+CR,LF」 （Read Time Signal Display） 
    日付時刻表示の設定を返します。 
    「ＴＳＤＯＦ+CR,LF」OFF 
    「ＴＳＤＯＮ+CR,LF」ON 
 
  3-2-12-2.「ＲＴＳＤＲ+CR,LF」 （Read Time Signal Display Range） 
    日付時刻表示のレンジ設定を返します。 
    「ＴＳＤＲ１+CR,LF」～「ＴＳＤＲ８+CR,LF」 
    1は【ＹＭＤＨＭＳ】 年月日時分秒 です。 
    2は【ＹＭＤＨＭ 】 年月日時分  です。 
    3は【ＹＭＤ   】 年月日    です。 
    4は【 ＭＤＨＭＳ】  月日時分秒 です。 
    5は【 ＭＤＨＭ 】  月日時分  です。 
    6は【 ＭＤ   】  月日    です。 
    7は【   ＨＭＳ】    時分秒 です。 
    8は【   ＨＭ 】    時分  です。 
 
  3-2-12-3.「ＲＴＳＤＳ+CR,LF」 （Read Time Signal Display Size） 
    日付時刻表示のサイズ設定を返します。 
    「ＴＳＤＯＳＬ+CR,LF」LARGE 
    「ＴＳＤＯＳＮ+CR,LF」NORMAL 
 
  3-2-13.リモート関連 
 
  3-2-13-1.「ＲＲＣＡ+CR,LF」（Read Remote Connector Arrange 全no.） 
    リモート端子1～8のページ割り付けをまとめて返します。 
    「ＲＣＡｐｐｐｐｐｐｐｐｐ．．．ｐｐｐ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｐｐｐは､8端子×3桁＝24bytesです。 
 
 
 



 18

  3-2-13-2.「ＲＲＣＡｃ+CR,LF」（Read Remote Connector Arrange no. 1～8） 
    リモート端子1～8のページ割り付けを返します。 
    「ＲＣＡｃｐｐｐ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    ｃは､端子番号【１】～【８】です。 
 
  3-2-13-3.「ＲＲＭ+CR,LF」（Read Remote Mode） 
    リモート モードの設定を返します。 
    「ＲＭＢＩＮ+CR,LF」バイナリ 
    「ＲＭＢＩＴ+CR,LF」ビット 
    「ＲＭＯＰＥ+CR,LF」オペレーション 
 
  3-2-14.電源投入時の表示ページ 
 
  3-2-14-1.「ＲＰＯＳＰ+CR,LF」（Read Power On Screen Page） 
    電源投入時のページ番号設定を返します。 
    「ＰＯＳＰｐｐｐ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    「ＰＯＳＰＡＳ+CR,LF」自動切替え 
 
  3-2-15.ビデオ・ロス時の色 
 
  3-2-15-1.「ＲＶＬＢＣ+CR,LF」（Read Video Loss Background Color） 
    ビデオ ロス時の画面色設定を返します。 
    「ＶＬＢＣＢ+CR,LF」青 
    「ＶＬＢＣＮ+CR,LF」ノーマル 
 
  3-2-16.スケジュール関連 
 
  3-2-16-1.「ＲＳＤｄｄ+CR,LF」（Read Schedule Day dd） 
    1日分のスケジュールパターン1～24の設定をまとめて返します。 
    「ＳＤｄｄｈｈｍｍｐｐｐ．．．ｈｈｍｍｐｐｐ+CR,LF」 
    ｄｄは､日【０１】～【３１】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】, 【ＰＡＳ】です。 
    【０００】の場合スケジュールを無効です。 
    ｈｈｍｍｐｐｐは､24パターン×7桁＝168bytesです。 
 
  3-2-16-2.「ＲＳＤｄｄＰ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Page） 
    1日分のスケジュールパターン1～24のページ設定をまとめて返します。 
    「ＳＤｄｄＰｐｐｐ．．．ｐｐｐ+CR,LF」 
    ｄｄは､日【０１】～【３１】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】, 【ＰＡＳ】です。 
    【０００】の場合スケジュールを無効です。 
    ｐｐｐは､24パターン×3桁＝72bytesです。 
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  3-2-16-3.「ＲＳＤｄｄＴ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Time） 
    1日分のスケジュールパターン1～24の時間設定をまとめて返します。 
    「ＳＤｄｄｈｈｍｍ．．．．ｈｈｍｍ+CR,LF」 
    ｄｄは､日【０１】～【３１】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｈｈｍｍは､24パターン×4桁＝96bytes 
 
  3-2-16-4.「ＲＳＤｄｄＮｎｎ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Pattern nn） 
    1日分のスケジュールパターンnnの時間とページ設定を個別に返します。 
    「ＳＤｄｄＮｎｎｈｈｍｍｐｐｐ+CR,LF」 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 
    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】, 【ＰＡＳ】です。 
    【０００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
  3-2-16-5.「ＲＳＤｄｄＮｎｎＰ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Pattern nn Page） 
    1日分のスケジュールパターンnnのページ設定を個別に返します。 
    「ＳＤｄｄＮｎｎＰｐｐｐ+CR,LF」 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 
    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】, 【ＰＡＳ】です。 
    【０００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
  3-2-16-6.「ＲＳＤｄｄＮｎｎＴ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Pattern nn Time） 
    1日分のスケジュールパターンnnの時間設定を個別に返します。 
    「ＳＤｄｄＮｎｎｈｈｍｍ+CR,LF」 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 
    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
  3-2-17.表示モード情報 
 
  3-2-17-1.「ＲＤＭ+CR,LF」（Read Display Mode） 
    STG-101の表示モードを返します。 
    「ＤＭＦ+CR,LF」固定表示 
    「ＤＭＳ+CR,LF」スクロール表示 
 
  3-2-18.バージョン情報 
 
  3-2-18-1.「ＲＶＮ+CR,LF」（Read Version Number） 
    STG-101のファームウエアのバージョン番号を返します。 
    「ＶＮｎ．ｎｎ+CR,LF」ｎは､数値です。 
 
  3-2-19.スレーブ アドレス 
 
  3-2-19-1.「ＲＳＡ+CR,LF」（Read Slave Address） 
    RS-485のスレーブ アドレスの設定値を返します。 
    「ＳＡ００+CR,LF」～「ＳＡ３１+CR,LF」 
    RS-232C時のみ有効です。 
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  3-2-20.フォント種類関連 
 
  3-2-20-1.「ＲＣＦＴ+CR,LF」（Read Character Font Type 全page 001～512） 
    全ページの表示文字のフォント種類設定をまとめて返します。 
    「ＣＦＴｓｓｓ．．．ｓ+CR,LF」 
    sは､フォント種類で【Ｇ】ゴシック体（Gothic），【Ｍ】明朝体（Ming）です。 
    sは､512ページ＝512bytesです。 
 
  3-2-20-2.「ＲＣＦＴｐｐｐ+CR,LF」（Read Character Font Type page 001～512） 
    ページ毎の表示文字のフォント種類設定を個別に返します。 
    「ＣＦＴｐｐｐｓ+CR,LF」 
    ｐｐｐは､ページ番号【００１】～【５１２】です。 
    sは､フォント種類で【Ｇ】ゴシック体（Gothic），【Ｍ】明朝体（Ming）です。 
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4.ご注意 
 RS-485で使用の場合Commandの先頭にSlave Addressの番号を付けます。 
 Answer Backの先頭にもSlave Addressの番号が付きます。 
 Commandの発行と同時にSTG-101のフロントスイッチを操作されますと 
 誤ったAnswerを返すことがあります。 
 Commandの発行を連続で行う場合500ｍseconds.以上の間隔をあけて下さい。 
 400Bytes以上のコマンド発行を連続で行う場合2Seconds.以上の間隔をあけて下さい。 
 
 RS-485とRS-232C，Ethernetを同時に制御することは､できません。 
 
 RS-485のSlave Addressを「ＦＦ」にするとBroadcast（一斉送信）通信になりAnswer Backは 
 返しません 
 
 JIS X0208第1水準は3,562文字で 
 0x222f～0x2239,0x2242～0x2249,0x2251～0x225b,0x226b～0x2271,0x227a～0x227d, 
 0x2321～0x232f,0x233a～0x2340,0x235b～0x2360,0x237b～0x237e,0x2474～0x247e, 
 0x2577～0x257e,0x2639～0x2640,0x2659～0x267e,0x2742～0x2750,0x2773～0x277e, 
 0x2841～0x2c7e,0x2d3f,0x2d57～0x2d5e,0x2d70～0x2d72,0x2d74～0x2d77, 
 0x2d7a～0x2f7e,0x4f54～0x4f7eのコードは除きます。 
 
 JIS X0208第2水準は3,390文字で0x7427～0x7e7eのコードは除きます。 
 
 拡張文字は､0x7921～0x7c6eの漢字360文字，0x7c71～0x7c7a,0x7c7d,0x7c7eの記号12文字。 
 
 合計7,324文字です。 
 
 外字登録は仕様が複雑なため弊社の外字登録エディタ for Windowsをお使いください。 
 外字のコードは0xa365～0xa37e，0xa421～0xa47e，0xa521～0xa57e，0xa621～0xa64bです。 
 
 
 
5.変更履歴 
 2018.09.06 初版 
 2-2-19.フォント種類関連,3-2-20.フォント関連の機能を追加。 
 
 


